
立花ﾊﾞﾝﾌﾞｰ株式会社の生い立
ちと竹林環境整備について



九州道 八女インターより
車で20分

新幹線筑後船小屋駅より
車で25分





チッパー

ロータリーキルーン

選別機



旧立花町において昭和末期頃より、中国産竹
の子（国産価格の約1/10）の輸入量の急増とも
に、生産者の意欲が失われ、さらに後継者不足
も加わり、放置竹林が増えた。それに伴い、竹
林、森林の荒廃が瞬く間に進んだ。
そこで、竹林、森林保全を目的として、平成7年
に立花ﾊﾞﾝﾌﾞｰ株式会社が立ち上がった。



荒廃.写真 整備竹林写真



孟宗竹の歴史 1

1615年（元和元年）
中国の隠元隆埼（インゲンリユウキ）禅
師により、京都 宇治市 黄檗山（オウバ
クサン）満福寺にインゲン豆と一緒に伝
わったという記録があり、後に伊達政宗
の家臣により仙台、青葉城に植樹され東
北地方に広がっていく。



孟宗竹の歴史 2

1736年（元文元年）

中国より琉球を経由して島津藩に伝わる。

第21代島津藩藩主 島津 吉貴 により
現在の磯庭園に植樹された
と碑文にある。



孟宗竹の歴史 3

1615年（元和元年）

中国より辺春 隼人助 により立花
町上辺春 正光寺に伝わって県内
に広がっていった。



ひと休み

•竹の開花について

孟宗竹 1/60年

真竹 1/120年

竹は地下茎で繁殖していくが、飽和状態になると、稲穂状の
黄緑花を咲かせ、開花後、枯れ死する。その後その花から新
しい種子ができ、それが成長し、数年後には、竹林が再生す
る。

また、竹の花が咲くと災難が起こると言われるが、開花時に
たまたま関東大震災が起きたりしたことなどからそういわれる
が、何処に咲いたのかは不明である。


